
年 月 日 お も な 動 き 年 月 日 お も な 動 き 年 月 日 お も な 動 き

1987, 4, 1 国鉄「分割民営化」、ＪＲ発足 1997, 5,22 高世三郎裁判長に交替 7, 5 鉄建公団訴訟、地裁「訴訟

広域異動（採用） 7,10 高世裁判長求釈明・「設立委員自 8,29 援助の決定」

12,17 全動労・北海道地労委に申立て 体の行為に着目すること」 横浜人活事件、地裁判決

10, 1 軽井沢～横川間、経営分離 9, 建交労鉄道・「分割民営化」

1989, 3,27 12,12 国労民事11部・萩尾裁判長「解決 15年検証北海道地労委、救済命令交付

全動労事件・東京高裁判決6,22 岩手､新潟地労委救済命令 案」 「必要のある者の雇用、以外の 10,24

10,31 統一労組懇、中央大集会（日比谷 者金銭補償、労使正常化の交渉」 （村上裁判長）上告

野音） 12, 1 盛岡～八戸間、経営分離

1998, 2, 2 国労事件・萩尾裁判長「裁判所の 12, 6 与党３党、「４党合意」離脱

1990, 1,23 全労連国鉄闘争対策委員会設置 意見」 「５～６月に判決」 声明

国労事件地裁判決（控訴）4, 1 1047名二度目の解雇 5,28

4,12 全動労争議団結成 6, 4 「自民・社民・さきがけ」会談 2003, 1, 毎週１回の最高裁前宣伝

4,25 全労連第２回臨時大会・国鉄闘争 「改革法を承認すること、控訴しな 3, ＩＬＯへ要請

本部設置等 い、連合との話し合い」（山崎） 5,30 全動労・国労弁護団共催

7, 4 全動労・国労・全労連・中央支援 6,11 中労委、国労・控訴 「最高裁の焦点」討論集会

共闘 「４者協議」はじまる 8,21 国労大会・補強５項目提案 6, ＩＬＯ・五度目の勧告

12, 8 全動労・ＩＬＯ申し立て 公正判決要求署名

1991, 9,19 「全動労争議団を勝たせる会」 6,～ 最高裁に補充意見書提出を

12,25 中労委石川会長発言・「年度末ま 1999, 3,18 国労臨時大会・「改革法」承認 ３回

でに、解決に向けて努力」 3,26 高世裁判長・「論点メモ」示す 7,11 国鉄闘争集会（九段会館）

5,25 参院７会派・野中官房長官へ 11, 可部線廃止 寺内脱退

1992, 5,28 中労委・「最終解決案」提示 5,30 「４党合意」発表 11, 学者・のアピール運動

(１ヶ月間の有給雇用、JR会社雇 9, 2 全動労事件結審（第21回弁論） 12.22 （３対２と意見分最高裁判決

用努力、関連企業への雇用、再審 10, ＩＬＯへ要請 かれる）

査の取り下げ等) 11,18 ＩＬＯ(中間)勧告

中労委前・連日の座り込み 「公正な補償、当事者に満足のゆく 2004, 4,13 4.13集会 日比谷公会堂

1993, 2,24 「父さんのシルクロード」出版 解決、JRと組合間の交渉、98号条 12,27 全動労鉄運機構提訴

5, 国連人権小委員会へ申し立て 約に沿った判決」等 （５８名）

8, 国連人権小委員会へ要請 12,17 動労千葉事件・最高裁判決

9,～10, 1047時間中労委前座り込み 2005, 4,25 福知山線事故死者107名

9,25 全動労・国労、「統一集会」（日） 2000, 3, ＩＬＯへ要請 5,18 全動労鉄運機構第１回裁判

9, 全動労・公共鉄道再生をめざす第 3,29 全動労事件判決（地裁）・中労委命 7,15 7.15集会 7000人

一次提言 令取り消し控訴 9,15 鉄建公団訴訟・難波判決

1994, 2,18 9, ＩＬＯへ要請 12,25 羽越線事故死者５名中労委・全動労事件の命令交付

3,17 JR・中労委命令取消し「行政訴訟」 11, 8 国労本州事件、高裁判決（上告）

4.10 4･10ピックフェス（代々木公園） 11,17 ＩＬＯ・二度目の勧告 2006, 2,16 2.16集会 教育会館

5,16 砂川～上砂川間廃止 12,14 国労北海道九州事件、高裁判決 4. 4 4.4集会

5,17 全動労・救済内容「行政訴訟」 12,21 （上告） 7.14 ４者４団体・国交省申し入れ

6,15 東地裁民事19部・、林豊裁判長 全動労（村上敬一裁判長）

8, 国連人権小委員会へ要請 2007, 2,16 2.16集会 教育会館1350人

9,28 亀井運輸大臣と会見 2001, 1,27 国労臨時大会「４党合意」 3,30 日比谷野音 2600人

12,24 国労202億円損賠裁判取り下げ 1,28 たたかう闘争団 7,25 全動労裁判結審

「分割民営化された事実を認める」 6,12 JR本州３社完全民営化法 9.20 鉄運訴訟結審

6, ＩＬＯ・三度目の勧告 10,31 ４者４団体、冬柴申し入れ

1995, 2,16 争議団家族・亀井静香運輸大 12,26 国労大阪岡山、高裁（上告せず） 11,30 日比谷集会 7300人

3,28 三上議長・亀井運輸大臣と会見 新井脱退

5,13 細谷政務次官・解決案示す 2002, 1,28 鉄建公団訴訟（283名） 2008, 1.23 全動労・佐村判決

6, 1 中央決起集会（日比谷野音） 3, ＩＬＯ・四度目の勧告 2,27 ILOへ追加情報

9, 首都圏共闘会議結成 3,28 国労四国、地裁判決（控訴せず） 3.13 鉄運・中西判決

9, 4 深名線廃止 千葉動労事件・地裁判決（控訴） 3, ILO第８次報告

1996, 2,22 国民法廷（九段会館） 3,29 国鉄集会（九段会館）

8,30 国労・永井労働大臣と会見 4, ＩＬＯへ要請

「改革法に基づく現状を承認」等 4,26 与党３党声明

9,12 全動労・永井労働大臣と会見 6,25 広島割増裁判・高裁勝利

「路線転換を拒否」


